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緒 言

Fosfomycin(以 下,FOMと 略記)は アメリカMerck

社 とスペイソCEPA社 で共同開発された新抗生物質で,

Fig.1の よ うなユニークな化学構造をもち,細 菌細胞

壁合成の初期の段階を阻害する特異な抗菌作用をもって

いる。私どもは本剤のCa塩 について外科臨床の領域で

検討したので,報 告する。

吸 収 お よ び 排 泄 に 関 す る 検 討

方 法:FOM-Caカ プ セ ル を健 康 な 成 人 男 子3例 に 経

口投 与 し,そ の血 清 中 濃 度 お よび 尿 中 排 泄 量 を,検 定 菌

と し てProteus sp.(MB 838)株 を用 い る カ ッ プ法 に

よ っ て測 定 した 。 す な わ ち,1回FOM-Ca 500mg1

カ プセ ル あ る い は2カ プセ ル を 朝 食2時 間 後 に 経 口投 与

した の ち,30分,1時 間,2,4,8,12時 間 目に 採

血 し,そ の都 度 た だ ち に血 清 を 分 離 し て,bioassayを

行 な った 。 また,経 口投 与 後2時 間 まで,2～4時 間,

4～8,8～12お よ び12～24時 間 の 各時 間 毎 に蓄 尿

され た 尿 に つ い て もbioassayを 行 な い,尿 中 排 泄量 を

測 定 した 。

培 地 と し てはnutrient agar(Difco)を,標 準 希 釈

液 に は0.05 M tris buffer(pH8.0),working stan-

dardと して はFOM-Ca711μg/ml(10tno. CS 455,

Table 1 Serum level and urinary excretion of FOM Ca after an oral administration 

of 500 mg in 3 healthy male volunteers

Table 2 Serum level and urinary excretion of FOM-Ca after an oral administration 

of 1, 000 mg in 3 healthy male volunteers
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Table 3. Clinical results
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with fosfomycin treatment
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明治)を それ ぞ れ 用 い た。

成 績:1)FOM-Ca500mg1回 経 口投 与 後 の血 清 中

濃 度 。Table1の よ うに,血 清 中 濃 度 の ピ ー クは いず

れ の 例 に お い て も投 与 後2時 間 であ ら わ れ,1.16～3.6

μg/ml,平 均2.25μg/mlを 示 し,3例 中2例 で は12

時 間 後 まで の 測 定 が 可 能 で あ っ た 。24時 間 尿 中 総 排 泄

量 は,Table1右 半 の よ うに,投 与量 の12.8～22.5%,

平均16。4%で あ っ た 。

2) FOM-Ca 1,000mg 1回 経 口 投 与 後 の 血 清 中 濃

度 。Table2の よ うに,ピ ー ク は2時 間 後 に あ らわ れ,

4.6～5.5μg/ml,平 均5.2μg/m1を 示 し,以 後 漸減 し

た が,12時 間 後 で も な お全 例 に お い て測 定 可能 で あ っ

たQ24時 間尿中総排泄量は,Table2右 半 のように,

投与量の平均28.4%で あった。

臨床 治療 成 績

症例:私 どもがFOM-Ca剤 を経 口投与 したのは28

例で,主 として軟部組織の急性感染症の症例である。こ

れらの症例はTable3に 一括されているように,フ ル

ソケル4例,カ ルブンケル1例,膿 瘍14例,感 染粉瘤

2例,療 疽4例,乳 腺炎1例,尿 路感染症1例,感 染挫

創1例 などである。

FOMの 投与法:成 人に対しては毎食後および就寝前

に500mgカ プセル1個 ずつ,1日 量 として2gを 投

与 した。また小児には1回250組9ず つ,1日2回,計

Table 3
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0.59ま たは4回,計1.09を 投与 した。投与期間は2

日ないし19日 間,投 与総量は49な いし389で あ

る。

結果:こ れ らの症例 についての治療効果の判定は

Table4に 示す基準に よって実施 し,症 例毎に著効,

有 効,や や有効,無 効,不 明などを判定した。その結果,

Talle5の ように,著 効8例,有 効16例,や や有効3

例,無 効0,効 果判定不能1例 の結果をえた。

副作用:下 痢をみ とめた ものが1例 ある。 これは

Table3に 示 したCase8で,46歳,男 子。左轡部膿

瘍の症例で,初 回来院時に切開を加 え,FOM1日29

ず つ,2日 間経口投与した ところ,2日 目から下痢を来

(Continued)

Table 4 Criteria for evaluating effectiveness of 

an agent on infections of the soft tissues 
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した。それゆえ,以 後FOMの 投薬を中止したが,病 巣

部の治癒経過はきわめて順調で,3日 目来院 したときに

は発赤や腫脹がほとんど消退 してお り,排 膿も停止 して

いた。

考 察

FOM-Ca剤 を経 口投与 された症例は,既 述のとお り

大部分が軟部組織の急性感染例で,28例 中17例 では外

科的処置 として切開が加えられたが,こ れは貯留膿に切

開を加えて減圧すれば薬剤の病巣内移行が促進 されるか

らである。

各種病巣から分離された菌株に対す るFOMめMIC

は2,3の 症例で検討されているにすぎないが,必 ず し

も低 くない。他方,FOM-Ca剤 投与後の血清中濃度は,

既述のとお り500mg1回 投与後1な いし4時 間にわた

り1.0μg/mlを わずかにこえていた。 それにもかかわ

らず私 どもの臨床試用成績では総括的によ い結果がえら

れてお り,1例 の効果判定不能例を除 く他のすべてにお

いて明らかな効果がみられ,無 効例はなかった。

なお,私 どもの症例中にはFOMの 投与期間が7日 以

上にわたった症例が4例 ある。これは治療が完了するま

で本剤による治療がつづけられた結果に他ならない。

本剤では,と きに下痢を伴なうことが報告され,私 ど

もの症例のなかにもこのような副作用をあらわ した1症

例があった。しかし,こ れはさほど重篤な症状をあらわ

す ことなく,休 薬によって間もなく治癒 した。

結 論

FOM-Ca剤 を軟部組織の急性感染症例 に投与 し,28

例 中27例 に効果があり,無 効例はなく,効 果判定不能

1例 の成績をえた。本剤は今後,軟 部組織の急性感染症

に対する有力な新しい治療剤 となりうるものと考えられ

る。また本剤の血清中濃度および尿中排泄量をも併せて

検討 した。
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RESULTS OF A CLINICAL TRIAL OF FOSFOMYCIN 

CALCIUM SALT IN THE FIELD OF SURGERY

NORIYUKI KAWABATA 
Department of Surgery, the North Hospital of Osaka 
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Domyoji Hospital, Fujiidera City 

YAEMON SHIRAHA 
Second Department of Surgery, Osaka City University Medical School

Oral FOM-Ca was given for acute infections of the soft tissues, and effective responses were obs-

erved on 27 of all 28 patients. In addition the serum level and urinary excretion were investigated 

using a bioassay procedure. 

FOM-Ca was identified as a new antibiotic highly effective for acute infections of the soft tissues 

in the field of surgery.

Table 5 Clinical effects of fosfomycin treatment


